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Ⅰさまざまな 功績を残した 国鉄初代総裁添田寿一床 ( 写真① ) 

電 
車昭 
や和 町は 氏は 写ゑ 列 L 合運 吏 て ほ全匹 ・。 @ Ⅹ 焚 Ⅵ 克 ヴけ 甘…   
SL めて， 且 た S, 一場とん 現ナ 結合が 管理 / に置ム 良二 S, う 械閏よ （宮崎 鉄 On 種の 0 でしム ' ㌶ だ ' で i" @", - Ⅰ @  ゥ " ""/""" """"" -f ミミ 抹 せ り 悶 J  サ b Ⅰ 仏町く ゲ W L   
。 委 を すも移にを 0 た劫と、 パす ィ 。 
ゆ （ ち し い き バ 
っ 時の ま う ち ス 

く 代 良 し 理 ん丁 

と S 廷た 同決 @   ,   （新町） 眺 りと 9% い 適ひ き た 由 で、 と維持 ぃ 1, 可国械汎 
たでキ人明明 。 、 に播 浩治 
500  は -  %  25  20 
万 、 弐 年年 
ト 十所は は 
ン 央が 104 約 
近奔 棟方 41 

  圭ム 達し ー する た呪 ら ： 今も、 なお残る 室 水線の鉄橋あ と 穏皮 古庄 梗つ い、 折 うは 投本た 0 いト た まし な ど 治官後 34 営の 

遠賀町総合運動公園の 蒸気機関車 ( 写真② ) レ   
） 

) 間 駅構内、 今も形を変えず、 昔のままです。   
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Ⅰ 鬼津 若松の板では、 乗客が後押ししていました。 

し 々 い て 列 なの で 0 厘現 た出 も 
  て に し か " 車 Ⅰ 堅 ま 刑 " 択 在庄 そ し れ 

も停 ま け飛のの り た車全かの 問 う て ち   
            ． ヘヰ         
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め て 川 そ 、 き 性戒老功 の 町家 ま 
温い方 の エ な と 7 の に の で を し   
も さ面従 ネ成 安キ本陣 計は与た 

Ⅴ周辺の整備が 検討されている 水番新 ( 写真⑥ ) 

  と町 え は 鹿 何 だまかに 

  回圓 岡目 遠實 - 回回回 -     
  。 て 業も より利あ 報思 詩の l     

し 、 年 。 こ てい まやい ぞ 

雙路 
～五つのまろの 鉄道物語～ て今   といい で感かれ 

く 役米 もる ま ご憩がの 

「鉄路」 れるこ 現 も岡 寿を迎大切で ものの サ が、 一報 く が有り でした 

  

O 
  



  
れからもがんばります     
Ⅱ年度青少年の 善行表彰 

㌧ 
    

王 mT では、 町内在住の小・ 中・高校生で 体育活動や   
  

， 一ルなどの文化活動で 俊秀な成綺を 収めた人、 

環境美化や福祉活動などのボランティア 活動を続けて 

いる人に対して、 毎年表彰を行っています。 
今年度は、 21 人と 2 団体の表彰が 決定しました。   
国 小学生バドミントン 大会な子ダブルスベスト 80 福 

島瑞穂 ( 野間三・ 小 5) 全国小学生バドミントン 大会友   千ダブルスベ ヌ、 ト 80 末次 隆 ( 新海老 澤 ， 小 6 ) 合回心 
  学どヒ バドミントシ 大会男子ダブルスベ ヌ、 ト 160 秋 武一 

也 ( 茅原・白 2 ) 中体連夏季バドミントン 全国大会男子 

ダブルス出場 0 福島悠貴 ( 野間三・ 中 2 ) 中体連夏季バドミントン 全国大会男子ダブルス 出場 0 小野智子 
( 野間三・ 中 2 ) 中体連座 季 バドミントン 九州大会女子 ダ プルス出場 0 坂本明子 ( 畑中・ 中 2 ) 中体連夏季 
バドミントン 九州大会女子ダブルス 出場 0 梅田 叶恵 ( 野間三・ 中 3 ) 中体連夏季バドミントン 九州大会女 
子ダブルス出場 0) 近藤有希子 ( 野間三・ 中 3 ) 中体連夏季バドミントンフ L 州 大会女子ダブルス、 出場 0 武田 
千正美 @ 把 南 ・ 中 3) 中体連夏季バドミントン 九州大会女子シンバルス 出場 0 福島さやか ( 野間三・ 高 1 ) 
九州高等学校バドミントン 競技大会出場団体 ベヌ、 ト 60 吉村有 加 ( 地中・高 1 ) 九州高等学校バドミン l 、 

ン 競技大会出場団体ベスト 8 ①山浦 尚仁 @ 緑ケ丘・高 1 ) 全国高校船体バドミントン 男 千個人ダブルス 出 

場 0 箱 崎恭子 ( 東南陽，高 2) 福岡県高等学校登山大会団体競技の 部 俊勝 0 安部朋子 ( 高倉・高 2 ) 全国私 
立高等学校バレーボール 選手権 大会出場①松丸 乃理 ( 山田・高 2 ) 水球競技で全国高校総体、 国民体育大 

会出場①田代和人 ( 」 こ畑 ・高 3 ) ボート競技で 全国高校総体、 国民体育大会出場 

# 律葦 汚物の ぉ款 く % 伊ノソ 
0 囲垣中学校男子バドミントン 部 (8 人 ) 中体連夏季バドミントン 全国大会男子団体 綾勝 
0 囲垣中学校女子バドミントン 部 (8 人 ) 中体連夏季バドミントン 全国大会出場 

維ズ化 活物の部 ( 佃ス 妙 
0 白石工具 ( 高尾・高 3 ) 通産省初級システムアドミニストレーター 合格、 二種情報処理技術者試験合格 

グ 奉仕活 必 の 綴 「 掘 Ⅸ り 
0 太田恵理 い 波津・白 3) 少年ボランティアの 会「フリータイム」で 継続的に活動 
0 吉村明峰 ( 吉木・高 1 ) 少年ボランティアの 会「フリータイム」で 継続的に活動   
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身近な生涯スポーツ 

  " / ノ   ブイノト   ネガ     仏 ， 6   日別 はスブ コ付 
スポーツ や 健康管理は、 町民の皆さんぱ 一番関心 ガ あ るのでほない 
でしょう ガ 。 

また、 近年社会状況の 変化、 高齢化 ガ 予測される 21 世紀ガ目の前にきて 
います。 生涯学習推進計画の 中でも生涯スポーツの 振興の重要性ガ 提言されて 
います。 
生涯スポーツ は 、 町民の皆さん ぱ 各時期にわたって、 それぞれの年齢や 体力、 目的 
に 応じて、 いっでもどこでもスポーツに 親しむこと ガ できるものです。 

岡垣 サンリーアイ 第 2 期施設 ( フィットネスジム ) の完成にあ たり、 皆さん一人ひとり ガ 自ら楽 
しくスポーツを 行ない健康で 生き ガ いのあ る生活を送ることを 望んでいます。 
皆さん、 完成間近であ る囲垣サンリーアイ 第 2 期施設 ( フィリトネスジム ) をぜひ利用してくだ 
さい。 
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新機種 

） ステップマシン、 上半身用エル ロ メータ 二 

機器を装備しています。 

平成Ⅱ年度の 町民武道館トレーニンバ 室 利用人数は、 年間 305 日開設し 9 Ⅰ 5Q 人 (1 日平均 30 人 ) 
でした。 
今年の 5 月 拍日で 閉鎖となりまヲガ、 6 月にオーフンのフィットネスジム ほ 、 さらに 現 施設の 1.5 
倍 (279 平方メートル ) の広さと充実した 機器と健康運動指導士 ( スポーツインストラクタ 一 ) を 配 
直 し、 気軽に利用できるように、 準備を進めています。 ( 料金と利用方法 は 、 広報おガガ き 4 月 10 日 
号に掲載する 予定です。 ) 
また、 ウエープアリーナを 活用したスポーツ 教室や大会の 充実を図り、 平成 12 年度は、 生涯スポー 
ツ セミナー、 福岡県民大会などを 開催しスポーツ 講演や二ニースポーツ、 健康・体力づくし 活動に   
契機となることを 期待しています。   
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く ①の材料 6 人分 ) 

OgD(4 個 ) ①じゃがいも (120 グラム ) 

0 牛 ひき 肉 (80 グラム )0 たまねぎ (60 
グラム ) 

AO 塩 Ⅱ 、 さじ 1/2)0 さとう ( 小さじ 2 

/3)0 こしょう ( 少々 ) 

く ①の作り方 ) 
① じゃが し ) もは、 皮をむき 2 つ 、 ま たは 4 つ割にして柔らかく 蒸し、 5 

ミ リ 厚さのいちょう 切りにする。 

② たまねぎは、 みじん切りにする。 
(3) サラダ油を熱しでたまねぎをよく ナ ｜ ひ @ ｜ ノム 可 を 力 Ⅱ 、え @ Ⅰ 少 め、 ナ '" 山上 l 「 

こしょうをする。 
                                                                                                                    い浬 
                              l, い で卵焼き器でふたをし 央 、 返しで同棟に 焼 { 

少し冷めで切りできあ がり。 
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化 ウラフに入っ ほ きっかけは ? 
ク 
ラ 

私が、 ウラフに入ったり 
けは、 クラブに入ってい 亡 
友人に「足が 速くなるよ」 
と聞き、 足が速くなりたかっ 
た私は、 即 入会しました。 
その時より、 たい ぷ 足が 

速くなりました。 もうすぐ 
私は卒業します。 最後の試合ではなるべくいい 
成績を残したいです。 ( 海老 到 ¥ 廣渡 もゆるさん ) 

ト
馬
 

，
 今
 ，
 " Ⅰ 

      バレーホール 最初は 、 遊 ひたった か 段々面白く けと 

なってきて、 ウラフに 入 ろ 

Ⅰ うと思いました。 みんなの 

ぱ、 ナ ・ ， ⅠⅠ 足を引っ張らないように   
練習で覚えにことを 試合で 

使っていきたいてす。 [ 海老漢小 中Ⅲ 聡 美さん ) 

六 % ンバー構成 は 9? 
小学 6 年生… 5 人、 小学 5 年生・ 6 人、 小学 

3 年生‥ l 人、 小学 2 年生 l 人 、 小学 l 年生 

2 人の計 l5 人と、 代表指導員Ⅰ 人 、 コーチ ( ウラ 
フ 卒業生 )4 人で構成しています。 

化どこで活動 0 ているの ? 

APN. ちあ きい 4 歳 )     岡垣町役場地域振興課・ 広報「 どく 

しゃの 私 箸箱 」 係 
Ⅹ応募はがき 下 きはⅠ住所・ 氏名 ( 紙上種 
名も可 ) . 年齢・電話番号」をあ 忘れな 

く。   
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あ れは、 いっても入部できます。 3 . 4 年生の 0 

入部を待っています。 毎週 本 ・土曜日の練習日には、 ウラフに入りませんか 海老 澤 小学校体 ? 4 9 １ 
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21 世紀の岡垣町が「かけがいのないふるさとになるまち」に l8 歳から 65 歳までの男女。 講座終了後、 実践活動へ 
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りの展開が必要です。 定 員 50 人 
今回、 ガイドボランティアの 養成を通じて、 岡垣町の今昔 会 費 2,000 円 ） 
を 知り、 岡垣町の良さを 再発見し、 町内外の皆さんに 紹介す 講座内容 0 岡垣町の今昔物語 0 岡垣町の特産品 0 こんな 生 

るなど、 時代の先駆的リーダーを 養成することを 目的として 涯 学習 ! 0 ガイドボランティア 0 岡垣町の観光行政 0 情報の 

います。 あ なたも参加してみませんか。 キャッチと整理方法 0 文化財展示ガイドボランティア など 

と き 応募方法 はがきに住所・ 氏名・年齢，性別・ 電話番号を明 

Ⅰ日日》 5 月 13 日 ( 土 ) 午前 9 時 30 分 - 午後 5 時 30 分まで 記のうえ、 送付ください。 また、 Ⅰ AX での受け付けも 行っ 
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ところ 中央公民館 ほか 

対 象 まちづくしに 関心のあ る郡内在住、 在勤のおおむね   
  

新
し
く
入
会
す
る
人
の
参
加
も
 
、
 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

と
き
 
4
 月
 9
 日
（
同
 -
 
午
前
 9
 

時
 受
付
 機
始
 

と
こ
ろ
東
部
公
民
館
 

問
い
合
わ
せ
身
体
障
古
者
 補
 社
協
 

会
田
中
古
 2
8
2
 
１
 6
1
3
5
 
へ
 

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
制
度
 

 
 

福
祉
課
高
齢
対
策
 係
 

灯
 で
は
、
心
身
障
害
者
の
日
常
生
 

活
の
利
便
や
社
会
活
動
へ
の
参
加
な
 

ど
の
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、
在
宅
 

の
 重
度
 陣
軒
 右
に
タ
ク
シ
ー
初
来
り
 

逆
行
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

対
象
 

前
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
 

ま
た
は
均
等
割
の
み
の
 潔
 税
の
人
で
、
 

次
の
い
ず
れ
か
に
あ
た
る
 
人
 

Q
 身
体
障
古
者
手
帳
の
 J
R
 迎
 H
 減
 

額
冊
が
 
「
第
一
種
し
と
記
載
さ
れ
 

て
い
る
人
 

②
療
育
子
帳
 

A
.
 判
定
の
交
付
を
 

受
け
て
い
る
人
 

③
特
定
 氏
患
医
條
 受
給
者
証
の
交
付
 

を
 @
 け
て
い
る
人
 

受
付
開
始
 

4
 月
 3
 口
（
月
一
か
ら
 

米
ゴ
 ・
日
曜
日
・
 祝
 Ⅱ
は
除
き
ま
す
。
 

受
付
場
所
役
場
福
祉
 探 ・
 
束
 部
分
 

民
館
 

米
 た
だ
し
、
 
束
部
 公
民
館
は
、
 
4
 月
 

川
口
一
会
）
ま
で
 

問
い
合
わ
せ
福
祉
 探
 Ⅱ
 舶
 対
策
 係
 

へ
 

て
い
ま
す
 

O
 



          
  

Ⅰ町民武道館 容 282 一 611l Ⅰ中央公民館 容 282 一 0162 
クい こ い の 里 ・社会福祉 遵 議会 呑 283 一 2940 Ⅰ東部公民館 容 282 一 0035 
Ⅰ 岡垣 サソリーアⅠ 呑 282 一 1515 Ⅰ西部公民館 呑 282 一 7476 
Ⅰシルバ一人材センター 容 282 一 4688 Ⅰ在宅介護支援センター 呑 282 一 5167 

Ⅰ 東 % 在宅介護支援センター む 282 一 5103 
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[ 料 金 ] 
すでに 甘 丹田のた 3.050 円 ( 注射 料 ) ヰ ( 舌車代 ) 
百規に ㌍ 冊 する人 
0 ， 050 円 ( 注射 利 ) 十 ( 登封科 ) +  @ 泊 票代 @ 

登録は - 旦刊こ 1 度 、 ⅡⅠ り ， l. は年 l こ 1 ぃ l@.ff 

町民訴 生活環境 係 (282-1211) 

卑下 穿クな仔多 です 

平成り年度 県 奨学会奨学生嘉男 

/,  中込 費移 

事業者の皆さぬ 、 ! 

八 % 琴 加賀 格 Wg ゆ簗け 甘け 屯 簿冊 報 ， ぃ 
岡垣町の平成 l2. 穏 年度の「 測 Ⅰおよび建設コンサルタント」「物品等供給 ( 物品の売買・ 製造の請 

負・役務提供 ) 」の入札参加資格審査の 受け付けを行います。 

( 受付期間 ) 
% 受付期間は 、 左のとおりですが 受付 

会社名の頭文字 受付期間 - 期間以外の受け 付けは行いません。 

，提出要領および 

4  月 l7 日 ( 月 ) 一 28 日 ( 金 ) 

  
岡垣町指定の 中証言様式なとの 配布， 

3 月 2l 白 ( 人 ) 一 6 月 2 日 ( 金 ) の午前 

沃ただし、 土・日曜日、 祝日は除きます。   
問い合わせ 

管財課契約用地 係へ 
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大 字 国・公立 ( 自宅 @  Ⅲ， nnn 円 
( 自宅 外 )  47,000 円 

私 立 ( 自宅 )  50,000 円 
( 自宅 外 @  ㏄， nnn 円 

Ⅹ返還は、 卒業後 6 ヵ月経過椴からです。 

中し込み・問い 合わせ 

( 財 ) 福岡奨学会 

穴 092. 桝 1.7326 

または教育委員会学校教育課 へ     
0  円 宙捷旨崖 森下拝面 礁 縦覧 でサ ， 期間 :4 月 3 日 ( 月ト 24 日 ( 月 ) 午前 8 時 30 分一正午・午後 1 時。 5 時まで 
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